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★東山荘講堂
★12：30点鐘
★新会員卓話　菅沼良将君

次　回
４月15日の
例　会

ROTARY OPENS
OPPORTUNITIES

臼 井 良 太

会 長 挨 拶

　　　　　　　

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／小山町国際友好協会の活動について
　　　　　　　国際奉仕委員長　斉藤礼志君

第2628回　例会プログラム

●夫人誕生日／
　４月９日　山口幸男君　ご夫人　勝子様

会　員　慶　事会　員　慶　事回　例会プログラム

週報御殿場
ロータリークラブ

国際ロータリー第2620地区
https://www.gotemba-rc.gr.jp/

会長挨拶用
ＱＲコード

　今日は道路舗装について、アスファルト舗装
とコンクリート舗装の違いと双方の長所、短所
などをお話しします。
　アスファルト舗装は弾性舗装と言われ、コン
クリート舗装は鋼製舗装とも呼ばれます。
　アスファルト舗装は大型ダンプなどが通過し
た後のタイヤ痕をよく観察すると、細かく上下
にピクピクと動いていることが見られます。こ
れはアスファルトが弾性を持っているためで、
一度凹んでも元に戻る性質があるからです。そ
の代わりに駐車場のように車が通過してくれな
い場合は轍が残ってしまうことがあります。そ
の時の温度にもよりますが、轍の酷い場所は交
差点の停滞場所や重量車の駐車場などでよく見
られます。
　アスファルト舗装の良い点は、施工性が良く
温度が下がればすぐに供用ができること、コン
クリート舗装より平坦性が良く音が静か、摩擦

係数が大きいこと、コンクリート舗装に比べて
値段が安いことなどが挙げられます。欠点は、
耐久性が低く維持管理を10年程度でしなければ
ならないこと、材料が石油製品ですので原油価
格の変動を受けることなどです。
　コンクリート舗装の良い点は、耐久性が約50
年とアスファルト舗装に比べて長いこと。その
ため、維持補修が難しいトンネル内など、耐久
性が求められる場所の舗装に使用されています。
また、維持管理コストが安いことなども挙げら
れます。欠点は、初期費用が高いこと、供用開
始までに養生期間が必要、アスファルト舗装に
比べて特殊な大型重機が必要、目地が必要で平
坦性が良くないなどが挙げられます。また、経
年変化で表面の石が削られ摩擦
係数が落ちて滑りやすくなるこ
とに注意が必要です。
　アスファルト舗装、コンク
リート舗装のどちらかは、適材
適所で選んでいくわけです。
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職業奉仕月間に因んで

神 谷 高 義君

職業奉仕副委員長　

司　会
菅沼良将君

出席報告
長田　崇君

皆出席
斉藤礼志君
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54名 51名 49名 96.08％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

4/1の出席報告

欠席者（２名） ※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

　職業奉仕の理念は、アーサー・シェルドンが
1908年にシカゴＲＣに入会し、〈He profits most 
who serves best.〉「最もよく奉仕する者、最も報
われる」と独自の理念を掲げたことから発展しまし
た。つまり彼は、自分の儲けを優先するのではなく、
自分の職業を通じて社会に貢献すべきであり、会社
経営を経営学の実践と捉え、原理原則に基づいた企
業経営をすべきと考えました。また、資本家が利益
を独占するのではなく、従業員、取引にかかわる人
たちとの利益配分が事業を続けられる方法とも考え
ました。修正資本主義の先取りと言えます。しかし
その後、ロータリーの中で「奉仕」の捉え方に変化
が起こり、やがて「ロータリーの哲学」として
〈Service above self〉「他人のことを思いやり、
他人のために尽くす奉仕」に重きが置かれるように
なりました。奉仕の理念を持っていなかったロータ
リーに、経営学に基づく新たな理念を提唱し発展さ
せたシェルドンにとって、これは不本意なことであ

り、これによりシェルドンはロータリーを去ってい
くことになりました。こういうことからも、「職業
奉仕」について考えるとき、過去に色々なことが
あったということを思い知るわけです。
　ところで、昨年行われた御殿場ロータリーの「ク
ラブビジョン策定」においてチームリーダーを務め
られた根上眞一君が、「奉仕」について次のように
整理しています。
　「人々、社会の必要とする有益な物（または事
柄）を製造（または実行）し、高潔性のある運営の
下、適正な利潤を得て販売（または普及）する。こ
れにより、人々および社会の役に立ち、感謝される
一連の行為をロータリーの奉仕（service）と定義
してよいと思う。奉仕の精神は、例会、親睦により
培われるものである。」
　また、冒頭の〈He profits most who serves 
best.〉を私訳するならば、「職業に最善を尽くし社
会に貢献すれば、おのずから利益が生まれる。」と
なります。これはあくまでも「奉仕をする」があっ
て職業があるのではなく、職業をしっかりやること
が社会や人々の満足や喜びや信頼となり、顧客が増
え、継続し、そして自然に利益につながるというこ
とで、これらをまとめて「奉仕」というのではない
でしょうか。
　蛇足ですが、「儲」という字を分解すると、左か
ら読めば「信者」、右から読めば「諸人」になりま
す。大勢の人が信者になれば、自然と儲かる事にな
ります。

4/1のスマイル

元気です。　長田吉弘君

事務局担当が
変わりました。
よろしくお願いいたします。

遠藤　舞さん


